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人事異動が家庭科教師の授業改善に与える影響

兼 　 安 　 章 　 子＊

１．本研究の目的

教師の力量形成には、研修だけでなく、教師生活上のさまざまな経験が影響を及ぼしており（山
崎 2010）、異動は最大の研修（小林 2011）と言われている。

佐藤・伊藤ら（1991）の調査から、教師の人事異動が職能成長にプラスに影響していると考えて
いる教師は50％、プラスかマイナスか判断しかねると回答した教師は45％であり、その効果を教師
が実感しているとは言い難いだろう。一方で、附属校や研究実践校への赴任によって発達が促され
た事例から、教師としての発達上の転機になること（山崎 2002）を示した。さらに、「自分にとっ
て意味のある学校」への異動から、それまでの教職経歴では経験していない生活やそれまでに蓄積
してきた方法・技術では通用しない指導場面に直面し、その新しい課題に取り組むことによって自
らの教師としての教育観や指導観の変容・発達をも生み出すこと（山崎 2012）を示している （1）。

いずれの研究も、人事異動が教師の職能成長に重要な影響を与えていることを指摘したものであ
るが、教師の人事異動が個々の教師の授業に関する職能成長に言及したものはない。年代によって
差がある （2） ものの、20代の異動では28％の教師、26％の教育委員会が、教科の指導に関する能力が
向上すると捉えており（佐藤・伊藤ら 1991）、授業に関する職能成長は異動により向上していると
考えられ、異動が教師の授業においてどのような影響をもたらすのかを明らかにする必要がある。

また、授業設計における教師の思考及び意思決定に関する研究において、多くの教師が授業設計
に当たって、まず教材について思考している（Kerr 1981）ことに加え、教職経験といった一般的経
験よりも、題材経験 （3） の方が授業における教師の意思決定に大きな影響を及ぼし、教材を用いた経
験の違いによって、授業実施過程における教師の意思決定に違いが見られる（吉崎 1991）ことが明
らかになっている。授業について、長期的なスパンでの思考が上位にあることから、吉崎（1991）
は、小学校教師の単元構成と指導案の作成のための授業構成要素として従来の授業研究の成果を踏
まえ、10項目について調査している。その項目は、施設・設備の状況、子どもの実態、学習形態、
単元の目標、評価の時期と方法、授業者の特性、教材の特徴、学習指導法、学習活動の内容、学習
時間であり、単元構成に影響を及ぼす授業構成要素について、目標、教材、学習活動、子ども、学
習指導法の順に教師が重要視していることを明らかにした。

＊九州大学大学院博士後期課程
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中学校家庭科教師については、教師の生活経験が大きく関わっており、婚姻や子育て、介護経験
などの生活経験の差異が学習指導観に影響を及ぼす（小清水 2011）ことや、家庭科教師の職業歴、
個人歴、家族歴とキャリア発達の視点の関連（渡邉・諸岡・山本・橋本 2012）が明らかになってい
るが、実際の授業への影響は示されていない。授業研究における教師の職能成長の調査研究が積み
重ねられている一方、実際の授業改善の内実について明らかになっていないのが実情である。その
背景として家庭科教師のおかれた厳しい現実課題があるからである。家庭科教師は、ほとんどの学
校で１人の教師がすべての学年・学級を担当する「１人職」である。よって、人事異動を経験して
も、学習指導要領の改訂の影響を受けない限り、良くも悪くも、同じ教材を使って同じ内容の授業
を行い続けることが可能である （4） ことも、授業改善の内実を見えにくくしている。

高木（2010）は、家庭科における教材の役割変容に着目し、教材が円滑な授業運営のための教材
から児童生徒の学習支援のために準備される教材へと移行する傾向を明らかにし、教材着目への可
能性を指摘している。

そこで、本稿は、中学校家庭科教師の人事異動が授業改善、特に教材の選択に与える影響を明ら
かにすることを目的とする。異動において、教師がどのような授業改善にせまられるか、その影響
は何の変化によるものなのか、教師がどのように対応しながら、教材を選択しているかを明らかに
する。

２．研究方法

本研究は、質問紙調査とインタビュー調査を行った。質問紙調査は、主にインタビュー調査にお
ける調査項目の選定の位置づけで行った。

（1）質問紙調査
2014年３月に A 県344校の公立中学校及び中等教育学校の家庭科教師365名を対象とした授業改善

意識に関する質問紙調査を行った。調査は、郵送回答法により行い、128名（35.1％）より回答を得
た。そのうち、欠損値等のあったものを除く有効回答率は、29.5％であった。

回答者の属性として、男性は12名、女性は94名であった。教師74名、主幹教諭６名、指導教諭１
名、常勤講師18名、非常勤講師７名であった。免許状は、一種75名、二種21名、専修２名、臨時８
名であった。年代別には、20代13名、30代15名、40代42名、50代36名という結果となった。

調査内容は、勤務校での仕事の状況、生活の状況や経験、授業についてとした。授業については、
①「来年度以降の授業について、今現在での授業改善 （5） のアイディアをお持ちですか。実現の可能
性は問いません。」、②「今年度の家庭科の授業実施内容は昨年度と比べて、変化 （6） がありますか。」
の２項目とした。現行の学習指導要領（2008年改訂）における技術・家庭科家庭分野の「A  家族・
家庭と子どもの成長」「B  食生活と自立」「C  衣生活・住生活の自立」「D  身近な消費生活と環境」
の４つの分野の必修の学習項目合計22項目の内容項目毎に、①は「ある」「ない」のどちらかで、②
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は「１ 変化がない」から「４ 変化がある」の４件法で回答を得た。22項目については表２を参照さ
れたい。また、説明変数として、要因として考えられる学校規模と教師の授業時数、担任や部活動
の担当状況、勤務時間、施設・設備の状況、校内研修、家庭生活について回答を得た。また、自由
記述形式の調査項目から得られた質的データは考察を行うための補足データとした。

（2）インタビュー調査
2014年８月より、中学校家庭科教師８名を対象に継続して、半構造化インタビュー調査を行った。

対象とする教師は、異動の回数を考慮し年代に偏りがないように、勤務校が２校の教師２名（20代
１名、30代１名）、３～４校の教師２名（30代１名、40代１名）、５校以上の教師３名（40代１名、
50代２名）とした（表１参照）。インタビュー内容は過去の授業の実施内容や使用教材、今後の授業
構想、学校の様子や仕事の状況、研修や家庭生活についてとした。１回のインタビュー時間は60分
～90分程度であった。インタビュー対象とする授業は、学習指導要領の項目に沿った指導内容とし
た。前述の質問紙調査において、「A  家族・家庭と子どもの成長」「B  食生活と自立」「C  衣生活・
住生活の自立」「D  身近な消費生活と環境」を基準とし、「C  衣生活・住生活の自立」を分割した、

「家族・保育分野」「食分野」「衣服分野」「住分野」「消費分野」の５つの分野で、１年間の授業改善
が最も大きいものと最も小さいものそれぞれ１項目ずつとした（表２網掛け部分参照）。「C  衣生
活・住生活の自立」を分割したのは、前学習指導要領においては、区分されており、家政学では一
般的に区分して考えられている分野であるためである。前述の質問紙調査において授業改善のため
のアイディアの数や改善の実態を調査した結果、差が見られない項目もあったことから、授業改善
の実態とその要因を明らかにするため、分野ごとに大小各１項目を選択した。

中学校教師と比較する対象として、高校の家庭科教師２名にも同様の調査を行った。対象者は中

表１　対象者の属性と調査回数・時期

B C D E F G H I K

年 代 20代 30代 30代 40代 40代 50代 50代 20代 40代
校 種

（ 学　 科 ） 中学 中学 中学 中学 中学 中学 中学 高校
（総合）

高校
（普通）

性 別 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性
教 職 歴 ８年 ６年 16年 17年 25年 30年 37年 ６年 17年
免 許 状 一種 専修 一種 一種 専修 一種 一種 一種 専修
勤 務 校 数 ２校 ２校 ４校 ５校 ３校 ５校 ６校 ３校 ５校
勤 務 年 数

（調査初回時） ２年 ２年 ５年 ２年 ２年 １年 １年 １年 ２年

調 査 回 数 ２回 ３回 １回 １回 １回 １回 １回 ２回 １回

調 査 時 期 2014.8
2014. 8
2015. 1
2015. 3

2015. 3
2015. 7 2015. 3 2015. 4

2015. 7 2015. 7 2015. 7 2015. 4
2015. 8 2015. 3
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学校教師と同様に、異動の回数を考慮し年代に偏りがないように、勤務校が３校の教師１名（20代）
と勤務校が５校の教師１名（40代）とした。インタビュー対象とする授業は中学校の分野、内容に
準ずるものとした。

インタビュー後には対象者に起こした文章を確認してもらい、意味や文脈の取り違いがないよう
に確認・訂正したものを分析に用いた。

３．調査結果

半構造化インタビューの結果、特徴的にあらわれた点を項目化し、施設・設備、対象生徒、同僚、
地域の影響による変化の４点について分析する。

表２　学習指導要領の学習項目と本研究の調査対象項目

分野 学習指導要領の学習項目 １年間の
改善

授業構想
の平均数

A
家 族・
保育分野

（1）ア　‌�自分の成長と家族や家庭生活の関わり 2.10 0.21
（2）ア　‌�家庭や家族の基本的な機能、家庭生活と地域のかかわり 2.04 0.22
（2）イ　‌�これからの自分と家族、家族関係をよりよくする方法 2.11 0.19
（3）ア　‌�幼児の発達と生活の特徴・家族の役割 2.55 0.35
（3）イ　‌�幼児の観察や遊び道具の製作、幼児の遊びの意義 2.13 0.50
（3）ウ　‌�幼児との触れ合い、かかわり方の工夫 2.02 0.51

B 食 分 野

（1）ア　‌�食事が果たす役割、健康によい食習慣 2.11 0.35
（1）イ　‌�栄養素の種類と働き、中学生の栄養の特徴 1.98 0.30
（2）ア　‌�食品の栄養的特質・中学生の１日に必要な食品の種類と概要 2.06 0.28
（2）イ　‌�中学生の１日分の献立 2.06 0.38
（2）ウ　‌�食品の選択 2.07 0.33
（3）ア　‌�基礎的な日常食の調理、食品や調理用具等の適切な管理 2.20 0.49
（3）イ　‌�地域の食材を生かした調理、地域の食文化 2.19 0.48

C

衣服分野

（1）ア　‌�衣服と社会生活とのかかわり、目的に応じた着用や個性を生
かす着用の工夫 2.07 0.24

（1）イ　‌�衣服の計画的な活用や選択 1.94 0.18
（1）ウ　‌�衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れ 1.94 0.26
（3）ア　‌�布を用いた物の製作、生活を豊かにするための工夫 2.07 0.49

住 分 野
（2）ア　‌�住居の基本的な機能 2.21 0.18
（2）イ　‌�安全な室内環境の整え方、快適な住まい方の工夫 2.10 0.36

D 消費分野
（1）ア　‌�消費者の基本的な権利と責任 2.11 0.34
（1）イ　‌�販売方法の特徴、物資・サービスの選択、購入及び活用 2.07 0.38
（2）ア　‌�環境に配慮した消費生活の工夫と実践 2.27 0.41

平　　　均 2.09 0.34
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（1）施設・設備の影響による変化
施設・設備の影響についてｔ検定を行った結果、

施設・設備面について、新たなものの必要性を感
じていない教師、必要性を感じて要求している教
師、同じく必要性は感じているが要求はしていな
い教師の間に、有意差は得られなかった。このこ
とから、施設・設備の状況の善し悪しが授業改善やその後の授業構想に影響を与える可能性は少な
いのではないかと考えられる。

一方で、インビュー調査において、G 教師は、前任校より赴任して１年目の際にその学校の教材
数と特別教室について次のように述べている。

買い物をするときに取扱表示をちゃんと見るとかっていうのは基本中の基本やけども。教科
書にあるようなアイロン実習とか前の学校でしていて、（中略）今（の学校にはアイロンが）、
４台・５台ぐらいしかないので、個数の問題と、それから電気が飛ぶんよね。どうしようかと
思う、アイロン買ってもらったとしても、線を引っ張ってこないとあかんやろう。電子レンジ
でもそうや、だから施設が古くなって、被服室なんかは台にコンセントがない。（中略）施設の
問題もあるんやけどね。

また、G 教師は、教室の設備についても次のように述べている。

埃の中のダニの映像とか。騒音とか。そういう何かちょっと最初の導入で（VTR 教材を利用
していた）。でも前の学校は教室にみんなテレビはあるんやけど、今の学校はモニターがもう、
ないんですよね。（中略）家庭科室も狭いんで、家庭科室でそういうテレビ見せるようなセッ
ティングしたんだけど、班で最初のときはあとずっと班のままだから授業にならない。それで
家庭科室での授業もやめました。

G 教師は、教室の設計上の問題や設備の有無、教材の整備状況によって、使用する教材が制限さ
れたり、安全面を考慮したりすると、前任校と同様の教材を用いた授業ができない状況が発生した。
また、同様の VTR 教材を使用しようとすると、「テレビモニターを移動」させなければならず、そ
の効率の悪さや、固定した家庭科室では、「ずっと班のままだから授業にならない」と学習形態の問
題、生徒の実態からも、その教材を使用することのデメリットが大きくなったケースが確認された。
このように、前任校で行っていた VTR 教材を使った授業をそのまま行うことができなくなった教師
は、授業改善を余儀なくされる実態が浮かび上がった。

表３　施設・設備の要求と授業改善・授業構想数

人数
（人）

授業改善
（ポイント）

アイデア数
（個）

必要無 21 1.89 6.24
必要有・要求有 49 2.08 7.57
必要有・要求無 29 2.26 7.89
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（2）対象生徒の影響による変化
D 教師は、調理実習の教材選択について、異動によって生徒の実態から、教材が変化した事例を

述べている。

ハンバーグか何か作ったんですよね。そのときに、食材を全部こだわって買ったことがあっ
た。題材じゃないけど、ものを、塩、こしょうとかをぽんって置くんじゃなくて、こしょうも
こうやってする（引く）ようにしてみたりとか、何かした気がする。塩も普通の味塩じゃなく
て、（中略）岩塩まではしてないけど、さらさらの塩じゃなくて、ちょっとしとってしているよ
うな塩をこだわってした気がする。何かそのときは子どもたちが、結構（生活）環境的にも厳
しいところとかがあって、この子たちに本物に触れさせるには学校で割と教材とかでできると
きにしかないかなあと思ってやった気がする。（中略）調理ばっかりになってしまうけど、イン
ドカリーかな。（中略）何でインドカリーがぷっと出てきたかていうと、本物を使わせたいと
思ったところからかなあ。それのときに本物のブラックペッパーの味とか香りとかをこういう
厳しい子ほど感じてもらいたいなあって思ったな、そういえば。実習はね、力を入れていた気
がする。もうやっぱり子どもが荒れていたから、早く手に身に付けてもらいたいなと思ったの
で、だったかな。

また、B 教師は、現在の勤務校において、「生徒指導上、荒れている」状態を目の当たりにし、被
服分野の製作実習について以下のように述べている。

自分はこの学校に来て、普段（今まで）やっている授業ができないと感じたので、ずばっと
変えて、製作はコースターにしました。ミシン（縫い）だけでできるっていうのにしました。
本当は手縫いもミシン（縫い）も使うランチョンマットをしたかったんですが、厳しいと思っ
たので、あえて短時間でできるコースターにしました。（中略）最初１時間はミシンに慣れると
か必要だけど、早い子は１時間で完成します。授業が終わるとき、最低１人１個は出来上がっ
て、多い子は結構（な数を）作っていましたけど。（評価が）A の子と B の子への手立てがや
りやすいというか、A の子はすぐに出来てしまうから、レースをつけてみるとか、取っ手をつ
けてみるとか、いろんな工夫がやりやすい、簡単にできるので、やりやすかったです。

前任校で製作させていた「ランチョンマット」から、生徒の学力実態を考慮し、全員が製作品を
「最低１人１個」は完成させることができるものへとシフトさせ、なおかつ、生徒間の技能差に対応
した製作物を教材として選択したことがわかる。このように、異動により生じた生徒との出会いか
ら、生徒の生活状況や技能の実態を捉え、より適切に学習内容を学習できる教材へと授業改善が行
われている過程が明らかになった。
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（3）同僚の影響による変化
E 教師は、勤務校が給食のある学校であった際に、異動した初年度から栄養士の先生と連携する

授業を構想し、実施していた。

給食がある学校やったから、給食につなげて、給食の献立を立てさせて。で、そん時にほら、
栄養士の先生も入っとったけん、取り入れるよつって、で、それはもう栄養士（の先生が）変
わっても、ずっと取り入れてもらって。だけ、３学期の実際に給食に（取り入れてもらった）、
何人か、クラスに。もう、その栄養士の先生によって違うけど、最初の方とかはクラスに２、
３人ずつぐらい（給食のメニューに）取り入れてもらって、今日は誰々さんの献立ですと（紹
介してもらった）。

給食が実施されている学校に赴任したことから、栄養士と協力した授業を構想するに至り、給食
のある学校では実践を継続してきた。栄養士や栄養教諭が変わっても、学校が変わっても継続して
きたことから、給食を教材として活用する実践は継続されやすいことと考えられる。

同じく、栄養士（栄養教諭）との授業について B 教師は次のように述べている。

以前調理実習を TT（ティームティーチング）でやって、栄養士の先生も結構いろいろ生徒
の前で話したりするのができそうだなと思ったので、何かしらちょっとできたらなと思って。

（中略）献立表を１年分取り寄せたりしたことがあって、栄養教諭の先生に言ったらすごくいろ
んな資料をくれてですね。

同僚である栄養教諭とのティームティーチングでの授業の構想や、新たな教材の使用について影
響を受けていた。まだ、影響を受けているが実践するには至っていないが、今後、授業が変容する
可能性がある。

また、G 教師は、５校目の学校に異動後の授業改善の構想と、同僚教師の影響を受けた事例を次
のように述べている。

修学旅行の裏バージョンで（保育実習に）行こうと思って、私は修学旅行の裏バージョンの
午前中を使って、自分の出身園とか行きたいところの希望を取ってます。普通、６つ園、６つ
あるんです、町内。だから６つに分かれて、今、分けようとしてます。それで、必ず食事も一
緒。（中略）将来的には弁当の日をその日にしたいなとか思ったりするんやけど、今はまだ１年
目なので言いたいことも（言えない状況がある）。

地域の施設を活用して、保育実習を構想し、準備に向けて準備している。さらに、同じ日程でお
弁当の日を実施することを構想しているが、異動したばかりであることから、同僚にその構想を相
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談したり、実行に移したりできずにいた。このように、同僚が教師の授業改善を停滞させる一因で
もあることが確認できた。

一方、高校の教師である I 教師は、３校目での異動後の同僚の影響について、次のように述べて
いる。

結構その、前からいた先生の考え方だと、実際に体験まではいかないんですけど、やっぱり
やって見せた生徒の反応とかも違うし、記憶にも残りやすいからっていうことで、実演形式、
実験とか、そういうのを、よく取り入れようっていうようなのがあって、それで調理実習もで
きるだけさせようっていう流れがあるみたいなんですけど、本当にただ紙だけの学習じゃなく
て、実際にやってみたりとか、意外とバターってできるよとか、そういうのとかも話ができた
りするので。

I 教師が３校目に勤務した高校では、非常勤講師を含め、４人の家庭科教師が勤務しており、複
数の教師で担当する科目については、科目の担当教師がカリキュラムや授業の流れ、使用する教材
を提案し、準備することになっている。I 教師は、複数の教師が担当する１つの科目を担当してお
り、毎回の授業を提案しているが、I 教師が異動して勤務し始める前から、勤務している教師の考
え方に基づき、教材が選択されてきた経緯に鑑み、I 教師自身も授業を構成していることを認識し
ている。I 教師は、調理実習の教材について次のように述べている。

多分変わったりもしてると思うんですけど、過去のレシピを見ても、ほぼそんな（現在のよ
うな）感じなので、あんまり大幅には変わってないんだと思います。いつかから（調理実習の
回数が）７回になって、それがもうずっと、定着している感じで。いろいろ変えても、おもし
ろいと思うんですけど、やっぱり変えると、レシピも変えないといけなかったりとか、そうい
うのがあるので、私は固定がいいかなとは、毎年同じに、本当に見直しが必要な時期が来たら、
ちょっと変えていきながら、本当は作っていたほうが、後々来た先生とかもやりやすかったり
するのかな、とは思っています。

授業改善が、同僚である家庭科教師の考え方に影響されやすく、前年度の踏襲が主流となり、同
僚の教師の意見を大切にするあまり、授業改善が行われにくい可能性が指摘できる。I 教師もその
点を自覚して、調理実習の内容について述べている。

（4）地域の影響による変化
地域の人材や資源の活用についても異動後に変化が見られた。E 教師は、前任校の地域の食材や

伝統料理を教材として、地域の人材をゲストティーチャーを活用した授業を展開した。また、E 教
師は、４校目の学校で、県の技術・家庭科研究会の県大会の授業者を引き受けたことから、地域の
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畜産弁当のコンテストに出品する献立を考え、応募させる授業を行った。その際は、地域の人材を
ゲストチィーチャーとして招くなど、校区の資源を活用した授業を行った。

あの（技術・家庭科）県大会の発表の時から、（地域の）婦人会の人が入ってこられて。２年
目もお呼びしたら、えらい楽しい、なんか喜んでくださって、来たい、来たいって言うてくだ
さって。だけん、郷土料理Ｌ作りをして、それからお弁当とか。で、やっぱお弁当が、その町
のイベントと、やっばね、ああいうのはお弁当作らせて、食べましょうじゃ、目的意識が薄れ
るので。あの畜産弁当のなんかな、コンテストがあるときはそれで良かった。

F 教師は、新任のときより、保育園や幼稚園での実習に取り組んでいる。しかし、学校と保育園
等の距離や、数、生徒の人数によってそれが、実現できない環境について以下のように述べている。

（保育園や幼稚園の）距離が近かったから、ばーって行って、そして向こうの受け入れる保育
園や幼稚園の先生は卒業生が来るからなおさら喜んでくださって。で、始めたとかいうのがきっ
かけなんですよね。（中略）そして２校目の学校は大きい学校だったから、そこは３年生が７ク
ラスあって幼稚園が周りに２校しかなかったんですよね。だからそこはちょっと連れていけな
かった、行ってないんですよね。

また、C 教師・H 教師は、異動後に F 教師と同じく、幼児との触れ合い体験を行うため、近隣の
幼稚園・保育園と連携を始めている。C 教師は次のように述べている。

全然（幼児との）触れ合いをしていなくて。でも、近隣にいっぱい（幼稚・保育）園がある。
乳児園とかもあるし、もう少し足を伸ばせばいっぱい園とかもあるんだけど、たぶんいろんな
会の Z（地域）大会とか、幼稚園のとかのもあって、うまいことやってなかった年が長かった
ので、開拓から、一昨年（赴任した年）は開拓して。

地域が変わることで、その連携の対象も変化しており、地域人材や施設の活用が、授業に大きな
影響をもたらしている。同じ幼児との触れ合い学習においても、実施するための事前準備や事後指
導等は大きく異なっており、授業改善が求められる。F 教師のように、地域施設との連携を図るこ
とができる学校からできない学校への異動においても、授業内容の変容が余儀なくされる。

また、赴任した学校の地域が持つ文化も授業に影響している。衣服や食の文化の影響について F

教師、D 教師はそれぞれ次のように述べている。

衣服、被服のほうは、物づくりになったのでブックカバーを作らせてるんですよ。で、地域
の伝統文化と絡めて、Ｘ織を、布を仕入れてきて、Ｘ織を使ってまあ作品を作るっていうこと
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で。１年生でブックカバーを作らせて、そして２年生になったら住居のところと絡めてリサイ
クルみたいなところで、Ｘ織を使って籠バッグ。エコクラフトを使って籠を編んで、その中に
入れる巾着袋を作る。Ｘ織もね、N 中学校に来たからＸ織を始めたんですよ。と言うのも、こ
の地域の特産物っていうか伝統文化っていうところで探したらこれがあったので、Ｘ織始めた
ばっかりで。

郷土料理で小麦粉のやつで、ここら辺は、（中略）郷土料理 M っていうんです。（中略）粉
の。きな粉でまぶしてあるだけのやつ。あれが郷土料理だったので、あれを作ったかな。

このように、学校の異動は即ち、教師が勤務する地域の変化であり、必ずしも、近隣の中学校を
異動するわけではないことから、教材を大きく変更するという授業改善が行われている。

一方、高校に勤務する K 教師は Y 高校（４校目）での地域密着型の環境教育の実践を振り返っ
て、次のように述べている。

なんかね地域密着な感じで、こう農家の人が学校に来て授業したりとか、家庭クラブの中で
ねそういう（環境教育に関わる）活動をよくやってて、で何だっけ、ダンボールコンポストと
かもやってたんだよね。（中略）最初のほうの家庭科の授業が始まった最初のほうで、環境をす
ごくこう、４時間ぐらい取ってビデオを見せたりとかいろいろしながら。

K 教師は、Y 高校において以前よりカリキュラムとして実践されていた教材を用いて授業実践を
行っている。しかし、これは Y 高校から異動すると継続されることはなく、K 高校の前後で授業改
善が行われたことになる。K 教師が勤務していた当時の Y 高校では、家庭科教師は２名配置されて
おり、２名が同時に異動することがなかったため、前年度までの授業カリキュラムが踏襲されるこ
とが多かったと考えられる。

４．成果と課題

本稿は、中学校家庭科教師に焦点を当て、その人事異動が授業改善、特に教材の選択にどのよう
な影響を与え、異動の際に、教師がどのような授業改善に迫られ、対応しているのかを明らかにす
ることを目的として、質問紙調査、インタビュー調査を行った。

中学校には校区があり、地域と密着しているため、地域文化や人的・物的資源に影響されやすい
教材選択、授業改善が行われていた。地域が変わることで前年度までの授業を踏襲できなくなり、
授業改善の契機になっていると考える。

高校の家庭科教師は、家庭科教師の同僚がいることから、同僚に合わせることが求められる。教
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材が固定化している場合が多く、異動後には、異動した教師にとっては、授業が強制的に改善され
ることとなる。それに比べて、中学校は、家庭科教師の同僚がいない場合がほとんどであることか
ら、家庭科教師の同僚や前任者に影響されることも少ない。しかし、異動後の職員との人間関係の
変化も授業改善に影響していると考えられる。異動後に同僚教師の協力を得て、教材の提供を受け
ることも改善の契機となっていた。

今後の課題として、本稿で取り上げた４点の影響を量的、質的に今後も継続して検証し、授業改
善事例が、本当に教師の意識と同様に改善となったのかどうかも検討する必要がある。また、イン
タビュー調査の回数を重ね、教師の異動後の変容についても継続して検討していく。より長期的に
捉えることで、授業がどのように構想され実行されていくのかを捉え、家庭科教師の力量形成にア
プローチしたい。

＜注＞

（ 1 ）	 山崎（2012）は、異動による教育観や指導観の変容・発達の事例について、例えば、今まで
知らなかった子どもたちに出会い、「子ども観」が変わったことなどをあげている。

（ 2 ）	 佐藤・伊藤ら（1991）は、経験年数にも関係していると思われるが、異動時の教師の年代が
あがるにつれて、異動によって向上する能力についての認識が、教室内の教育活動に直接か
かわる分野から、学年や学校全体にかかわる経営・研修推進の分野へ、さらに教職界の人間
関係や学校と地域との関係の調整の分野に推移するとしている。

（ 3 ）	 題材経験は、吉崎によると授業を実施するという一般的な教職経験とは異なり、その題材を
用いて授業を行った経験である。一般的な教職経験が長い場合も、題材経験があるとは限ら
ない。

（ 4 ）	 現行の学習指導要領においては、履修させるべき内容が学年ごとには定められておらず、中
学校３年間を通じて履修させる内容が示されている。教師には、学校や地域、生徒の実態に
合わせた授業改善が求められている。

（ 5 ）	 本調査で扱う授業改善とは、教師の主体的な意思決定に伴い授業が変容することとする。
（ 6 ）	 調査項目としては、授業について「改善」ではなく「変化」としている。これは、教師が改

善としてとらえていない場合における変化を捉えるためである。

＜参考文献＞

川上泰彦『公立学校の教員人事システム』学術出版、2013年。
川上泰彦、妹尾渉「教員の異動・研修が能力開発に及ぼす直接的・間接的経路についての考察―

Off-JT・OJT と教員ネットワーク形成の視点から」佐賀大学文化教育学部研究論文集 第16巻
第１号、2011年、1-20ページ。



─ 62 ─

兼　安　章　子

小清水貴子「教師のライフコースと家庭科の学習指導観との関連」静岡大学学部研究報告教科教育
篇第43巻、2011年、191-201ページ。

岸野麻衣、無藤隆「教師としての専門性の向上における転機：生活科の導入に関わった教師による
体験の意味づけ」発達心理学研究第17巻第３号、2006年、207-218ページ。

小林直樹「岐阜県の教師教育制度と教職大学院」岐阜大学教育学部教師教育研究第７号、2011年、
1-10ページ。

佐藤全・伊藤稔・茅島篤・坂本孝徳・高橋まゆみ・岩崎孝昭・高橋寛人・若井彌一「教員の人事行
政に関する研究：転任人事の効果と改善課題に関する調査結果の概要（Ⅵ研究報告）」日本教
育行政学会年報17巻、1991年、190-191ページ。

高木幸子「教材の役割変容からとらえる授業実践力の向上―教育実習生から教師への成長」『教材
学研究』第21号、2010年、111-120ページ。

町支大祐・脇本健弘・讃井康智・中原淳「教員の人事異動と自己効力感に関する研究― “ 荒れ ” の
変化に着目して―」東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢34号、2014年、143-153
ページ。

文部科学省『中学校学習指導要領解説　技術・家庭科篇』東京書籍、1999年。
文部科学省『中学校学習指導要領解説　技術・家庭編』教育図書、2008年、71-74ページ。
山崎準二『教師のライフコース研究』創風社、2002年、351-353ページ。
山崎準二『教師の発達と力量形成―続・教師のライフコース研究』創風社、2012年、134-149ページ。
吉崎静夫『教師の意思決定と授業研究』ぎょうせい、1991年、27-46ページ。
脇本健弘・町支大祐『教師の学びを科学する　データから見える若手教師の育成と熟達モデル』北

大路書房、2014年。
渡邉照美・諸岡浩子・山本奈美・橋本香織「家庭科教師のキャリア発達―職業アイデンティティ

に関連する要因の検討―」日本家政学会誌第61号３巻、2010年、155-167ページ。
Keer, S. T. “How teachers design materials: Implications for instructional design” Instructional Science, 

1981, 10, pp.363-378.



─ 63 ─

人事異動が家庭科教師の授業改善に与える影響

The Effect of Transferring to Teaching Improvement 

of Home Economics Teachers

Akiko KANEYASU

This research focuses on junior high-school home economics teachers, and it aims to clarify how 

personnel changes impact the improvement of classes, particularly the choice of teaching materials, and 

how the teachers themselves deal with the improvement of classes when transferred.  Questionnaire 

surveys were conducted for junior high-school home economics teachers.  Eleven junior high-school and 

high-school home economics teachers were interviewed.

Junior high-schools have school districts and thus have close ties with the community; therefore, 

teaching materials choices and class improvements were affected by regional culture, as well as human and 

material resources.  Change of locales leads to classes of the previous year not being able to be repeated, 

creating opportunities for further improvement of classes.

High-school home economics teachers have other colleagues who are home economics teachers, and 

they are expected to align with their colleagues.  In many cases, teaching materials are fixed, and after 

transferring, the transferred instructor finds that the classes are forcibly improved.  In contrast, junior 

high-school home economics teachers do not have other home economics teachers as colleagues in most 

cases, so they are rarely influenced by other home economics teachers or previous teachers.  However, it 

can be said that the staff relationships after transfer also impact class improvement.  Obtaining the coop-

eration of colleagues and receiving teaching materials after transfer also become opportunities for 

improvement.

A future challenge is to examine whether the class improvement cases taken up by this study truly 

led to improvements that aligned with the teachers’ awareness.  Moreover, this study has not conducted 

multiple interviews to continuously examine the changes after the transfer of teachers.  By conducting a 

longer study, the goal is to grasp how classes are planned and implemented, and to examine the capability 

formation of home economics teachers.


